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は
じ
め
に

室
町
時
代
の
博
多
商
人
宗
金
は
、
日
朝
貿
易
や
日
明
貿
易
で
活
躍
し
た
貿
易
商
人
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
当
該
期
日
本
の
貿
易
商

人
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
戦
前
以
来
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
に
博
多
貿
易
商
人
宗
金
を
海
外
史
料
の
中
か
ら
発
掘
し
、
初
め
て
専
論
を
書
い
た
の
は
有
光
保
茂
氏
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
、

主
と
し
て
『
李
朝
実
録
（
朝
鮮
王
朝
実
録
こ
か
ら
宗
金
と
そ
の
家
系
を
考
察
し
、
宗
金
や
そ
の
子
孫
た
ち
が
日
朝
・
日
明
外
交
上
重

大
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
遺
明
船
の
派
遣
に
深
く
関
係
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宗
金
に
関
す
る
具
体
的
な
事
実

関
係
は
こ
こ
で
ほ
ぼ
網
羅
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら
部
分
的
に
注
目
さ
れ
て
い
た
宗
金
を
本
格
的
に
検
討
し
、
東
ア
ジ
ア

の
中
で
位
置
づ
け
た
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。

戦
後
、
豊
田
武
氏
は
『
日
本
商
人
史
中
世
篇

k
d中
で
博
多
の
貿
易
商
人
の
代
表
と
し
て
宗
金
一
族
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

中
世
博
多
貿
易
商
人
の
動
向
と
博
多
が
も
っ
貿
易
史
上
の
意
味
を
検
討
し
た
田
中
健
夫
氏
は
、
博
多
貿
易
商
人
の
代
表
的
人
物
と
し

て
宗
金
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
。
ま
ず
『
教
言
卿
記
』
に
所
見
が
あ
る
「
円
福
寺
僧
宗
金
」
と
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
に
出
て
く

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア

。



室
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る
「
石
城
僧
宗
金
」
は
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
宗
金
の
生
涯
を
、
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二

O
）
を
墳
と
し

て
、
そ
れ
以
前
を
「
僧
侶
と
し
て
の
宗
金
の
時
代
」
、
そ
れ
以
降
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
〉
八
月
の
死
ま
で
を
「
商
人
と
し
て
の
宗
金

の
時
代
」
と
時
期
区
分
し
、
後
者
を
「
商
倭
で
あ
る
時
代
」
と
「
石
城
管
事
時
代
」
の
二
つ
に
区
分
し
た
。
そ
し
て
宗
金
の
朝
鮮
貿

易
の
あ
り
方
に
五
つ
の
形
態
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
図
書
だ
け
に
頼
っ
た
九
州
諸
氏
の
貿
易
に
比
べ
る
と
、
そ
の
量
は
は
る
か
に
大

き
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
指
摘
の
う
ち
、
円
福
寺
僧
宗
金
と
石
城
僧
宗
金
が
同
一
人
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
上
回

純
一
氏
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。

中
村
栄
孝
氏
は
、
室
町
時
代
の
日
朝
関
係
に
お
け
る
宗
金
の
事
績
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
九
州
探
題
の
凋
落
に

よ
っ
て
受
図
書
人
が
普
及
し
て
い
く
際
の
早
い
例
と
し
て
宗
金
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
室
町
期
北
九
州
諸
氏
の
朝

鮮
貿
易
を
検
討
し
た
田
村
洋
幸
氏
は
、
世
宗
五
年
三
四
二
三
）
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
貿
易
の
拡
散
化
が
進
行
し
、
九
州
探
題
渋

川
氏
に
代
わ
り
、
宗
金
の
よ
う
な
中
小
の
通
交
者
が
増
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
海
東
諸
国
紀
』
に
出
て
く
る
日
本
の
朝
鮮
通

交
者
を
網
羅
的
に
検
討
し
た
有
光
有
学
氏
は
、
宗
金
一
族
を
受
職
人
の
類
型
と
捉
え
た
。
有
光
保
茂
氏
が
作
成
し
た
宗
金
家
の
系
図

を
一
部
増
補
し
、
さ
ら
に
貿
易
の
実
態
を
検
討
し
て
、
「
宗
金
一
族
は
、
一
族
で
日
朝
・
日
中
両
国
の
貿
易
に
多
角
的
に
参
加
し
、
当

時
の
最
高
級
品
や
き
わ
め
て
多
種
類
の
品
目
や
数
量
を
扱
う
国
際
的
な
海
外
貿
易
家
で
あ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
た
。
受
職
人
は
朝
鮮

か
ら
官
職
を
与
え
ら
れ
た
者
を
意
味
す
る
の
で
、
こ
れ
を
朝
鮮
通
交
者
の
階
層
の
一
つ
と
し
て
理
解
す
る
の
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は

な
い
し
、
宗
金
自
身
は
受
図
書
人
で
あ
り
、
受
職
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
結
論
自
体
は
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
私
も
、
「
石
城
管
事
」
と
称
し
た
宗
金
と
都
市
博
多
の
関
係
を
検
討
し
、
宗
金
は
室
町
期
に
大
友
氏
領

博
多
息
浜
の
代
官
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
に
よ
っ
て
、
宗
金
と
朝
鮮
・
明
と
の
関
係
や
そ
の
貿
易
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
宗
金
の
朝
鮮
貿
易
や
外
交
・
交
渉
の
実
態
は
、
従
来
の
研
究
を
ふ
ま
え



て
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
日
明
貿
易
の
時
期
に
つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
歴

史
的
事
実
も
含
め
て
、
宗
金
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
私
な
り
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

刀＇

金
の
朝
鮮
通
交
開
始
と
受
図
書
人
化

宗
金
の
朝
鮮
通
交
開
始
の
契
機

円
福
寺
僧
宗
金
と
石
城
僧
宗
金
が
同
一
人
で
は
な
い
と
す
る
と
、
宗
金
が
初
め
て
文
献
上
に
登
場
す
る
の
は
、
応
永
二
十
六
年

（
一
四
一
九
）
の
応
永
の
外
定
時
で
あ
る
。
こ
の
年
六
月
に
朝
鮮
軍
に
よ
る
対
馬
攻
撃
す
な
わ
ち
応
永
の
外
窓
（
己
亥
東
征
）
が
起

こ
る
が
、
九
州
探
題
渋
川
氏
は
、
博
多
の
「
居
僧
」
宗
金
を
京
都
に
派
遣
し
て
こ
れ
を
室
町
幕
府
に
報
告
さ
せ
た
。
宗
金
は
将
軍
足

利
義
持
の
側
近
陳
外
郎
（
宗
寿
〉
に
こ
れ
を
報
告
し
、
陳
外
郎
が
義
持
に
報
告
し
た
。
宗
金
の
活
動
は
、
そ
の
初
発
か
ら
九
州
探
題

な
ら
び
に
室
町
幕
府
と
密
接
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
宗
金
が
な
ぜ
こ
う
し
た
重
大
事
を
幕
府
に
伝
え
る
使
者
に
な
っ
た
の
か
が
問
題
で

あ
る
。
こ
の
時
の
宗
金
は
た
ん
な
る
九
州
探
題
の
使
僧
で
は
な
く
、
宗
金
が
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
畿
内
と
博
多
を
往
来
す
る
僧
形

の
廻
船
商
人
で
あ
り
、
九
州
探
題
が
畿
内
と
交
易
活
動
を
す
る
宗
金
を
使
者
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と
解
釈
し
た
い
。
翌
応
永
二
十

七
年
（
一
四
二

O
）
の
朝
鮮
使
節
宋
希
環
の
来
日
に
際
し
、
宗
金
は
博
多
に
お
い
て
宋
希
環
を
も
て
な
し
、
一
行
の
上
京
に
際
し
て

は
、
み
ず
か
ら
船
に
乗
っ
て
こ
れ
を
護
送
し
た
の
は
著
名
な
事
実
で
あ
る
。

宗
金
の
朝
鮮
通
交
の
初
見
は
、
世
宗
二
年
（
一
四
二

O
）
十
一
月
で
あ
る
。
「
石
城
商
倭
宗
金
」
は
、
九
州
探
題
渋
川
義
俊
や
そ
の

家
臣
板
倉
宗
寿
・
板
倉
満
景
ら
と
同
時
に
使
者
を
朝
鮮
に
派
遣
し
、
土
宜
を
献
上
し
た
。
石
城
商
倭
と
は
博
多
商
人
を
意
味
す
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
宋
希
環
の
帰
国
直
後
で
あ
り
、
宋
希
環
の
来
日
時
に
お
け
る
宗
金
の
功
績
が
、
朝
鮮
貿
易
へ
発
展
進
出
す
る
契
機
に

な
っ
た
と
い
う
有
光
保
茂
氏
の
理
解
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
応
永
の
外
冠
の
戦
後
の
日
朝
交
渉
に
宗
金
が
最
も
功
労
が
あ
っ

た
と
い
う
評
価
は
過
大
評
価
で
あ
る
。

（一）

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア

一O
三



室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア

一O
四

田
中
健
夫
氏
は
前
述
の
よ
う
に
、
商
人
と
し
て
の
宗
金
を
商
倭
時
代
と
石
城
管
事
時
代
に
時
期
区
分
さ
れ
た
。
私
は
、
朝
鮮
通
交

権
の
有
無
に
よ
っ
て
宗
金
の
朝
鮮
通
交
を
二
時
期
に
時
期
区
分
し
た
い
。
宗
金
の
朝
鮮
通
交
の
第
一
期
は
受
図
書
以
前
期
（
一
四
二

O
年
十
一
月

i
一
四
二
五
年
十
月
）
で
あ
り
、
第
二
期
は
受
図
書
人
期
（
一
四
二
五
年
十
月

i
一
四
五
O
年
）
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
期
の
朝
鮮
通
交
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

表
1

宗金の朝鮮通交（第一期）

一一一一一
四 四 四 四 四 西

一一五 五 。暦

七 七
世司電

年一一． ． ． ． ． 
一 一 一月。一一t、．． 一． ． ． ． ． 日
寅戊 丑丁 亥乙 丑乙 丑己

使人献

内

n合"' 

宜土 土宜 土宜 土宜

献

上． 
鍛鉄

ロロロ

正布

器量患七匹一 回

量 賜

ロロロ

一
世71' 

一一備． ． 
八． 一． ． 
考

丁巳 己巳

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
期
の
の
べ
六
年
間
に
五
回
の
通
交
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
自
身
が
渡
航
す
る
の
で
は
な
く
、
使
者
を
派
遣
す

る
使
送
倭
人
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
頻
度
と
し
て
は
一
年
間
に

0
・
八
三
回
の
通
交
で
あ
る
。
と
く
に
通
交
初
期
の
実
質
一
年
間

に
三
回
の
通
交
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
九
州
探
題
渋
川
氏
や
そ
の
家
臣
と
同
時
通
交
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
と
く

に
板
倉
満
景
と
の
同
時
通
交
が
多
い
。
渋
川
氏
と
そ
の
一
族
・
家
臣
の
朝
鮮
貿
易
を
実
質
的
に
担
っ
た
の
は
博
多
貿
易
商
人
で
あ
る

こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
金
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
二
〉
宗
金
の
受
図
書
人
化



世
宗
七
年
三
四
二
五
）
十
月
に
朝
鮮
に
遺
使
し
た
宗
金
は
、
同
月
、
通
交
の
証
と
な
る
図
書
を
朝
鮮
か
ら
給
与
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
宗
金
は
受
図
書
人
と
な
り
、
正
式
な
朝
鮮
通
交
権
を
獲
得
し
た
。
こ
の
宗
金
の
受
図
書
人
化
が
、
日
朝
関
係
に
お
い
て
受
図
書

人
が
普
及
す
る
早
い
例
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
宗
金
の
受
図
書
人
化
の
背
景
に
つ
い

て
中
村
栄
孝
氏
は
、
九
州
探
題
の
勢
威
の
動
揺
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
い
ま
一
度
検
封
し
よ
う
。

宗
金
が
朝
鮮
に
図
書
を
求
請
し
受
図
書
人
に
な
っ
た
の
は
、
確
固
た
る
朝
鮮
通
交
権
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
の

通
交
は
、
九
州
探
題
関
係
者
と
の
同
時
通
交
が
多
く
、
貿
易
面
で
も
彼
ら
の
貿
易
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
し

か
し
、
実
は
制
度
上
、
九
州
探
題
と
密
接
な
関
係
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
日
朝
関
係
は
、
太
宗
期
か
ら
世
宗

期
に
か
け
て
日
本
人
通
交
者
を
制
限
・
統
制
す
る
方
向
に
向
か
う
が
、
そ
の
中
に
書
契
に
よ
る
統
制
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
は
、
世
宗
元

年
（
一
四
一
九
）
冬
、
九
州
の
通
交
者
で
朝
鮮
に
遺
使
す
る
も
の
は
必
ず
九
州
探
題
の
書
契
を
受
け
て
来
る
よ
う
に
定
め
、
翌
年
に

は
対
馬
の
通
交
者
は
島
主
宗
氏
の
書
契
を
受
け
て
く
る
よ
う
に
定
め
た
。
し
た
が
っ
て
宗
金
の
通
交
の
第
一
期
は
、
ま
さ
に
九
州
探

題
の
書
契
に
よ
る
統
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
宗
金
が
朝
鮮
通
交
を
行
う
た
め
に
は
九
州
探
題
に
接
近
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
宗
金
が
な
ぜ
一
四
二
五
年
（
応
永
三
十
二
）
十
月
に
図
書
を
朝
鮮
に
求
請
し
た
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
宗
金
の
受
図
書
人
化

の
契
機
は
、
一
般
的
に
は
九
州
探
題
の
勢
威
の
動
揺
、
な
い
し
九
州
探
題
の
日
朝
貿
易
に
お
け
る
地
位
の
凋
落
と
さ
れ
て
い
る
。
貿

易
商
人
宗
金
が
永
続
性
の
強
い
通
交
権
を
志
向
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
折
し
も
日
朝
関
係
に
お
い
て
授
図
書
の
制
が
成
立
し
つ

つ
あ
り
、
す
で
に
板
倉
満
景
が
受
図
書
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
宗
金
が
図
書
獲
得
を
意
図
し
た
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
ぜ
応
永
三
十
二
年
十
月
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
従
来
、
九
州
探
題
渋
川
氏
の
没
落
は
応
永

三
十
年
説
と
応
永
三
十
二
年
説
が
あ
っ
た
が
、
本
多
美
穂
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
応
永
三
十
二
年
説
が
正
し
く
、
渋
川
義
俊
の
没
落

は
応
永
三
十
二
年
七
月
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
宗
金
の
図
書
求
請
は
そ
の
直
後
と
い
う
こ
と
に
な

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア

一O
五
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る
。
九
州
探
題
と
近
い
宗
金
が
、
書
契
を
発
給
す
べ
き
探
題
の
没
落
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
考
え
た
の
は
、
探
題
の
権
威
に
頼

ら
な
い
通
交
権
の
獲
得
で
あ
ろ
う
。
最
も
現
実
的
な
方
法
は
、
登
場
し
た
ば
か
り
の
図
書
の
入
手
で
あ
っ
た
。
宋
希
環
来
日
の
際
の

手
厚
い
応
接
ぷ
り
は
朝
鮮
政
府
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宗
金
は
図
書
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宗
金
受
図
書
人
化
の
直
接
的

契
機
は
、
中
村
栄
孝
氏
と
同
様
の
結
論
と
な
る
が
、
日
朝
関
係
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
九
州
探
題
の
没
落
で
あ
る
と
考
え
た

（
三
）
受
図
書
人
宗
金
の
朝
鮮
通
交

次
に
受
図
書
人
と
な
っ
た
宗
金
の
朝
鮮
通
交
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
宗
金
の
朝
鮮
通
交
と
し
て
は
第
二
期
に
相
当
す
る
。
ま
ず

通
交
の
実
態
を
一
覧
表
化
し
よ
う
。

表
2

宗金の朝鮮通交（第二期）
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表
2
の
よ
う
に
、
第
二
期
の
一
四
二
六
年
（
応
永
三
十
三
）
か
ら
一
四
五

O
年
（
宝
徳
二
〉
ま
で
の
二
十
五
年
間
に
、
宗
金
は
計

二
十
六
回
の
朝
鮮
通
交
を
行
っ
て
い
る
。
平
均
す
る
と
一
年
に
約
一
回
の
通
交
で
あ
る
。
こ
の
他
、
宗
金
の
子
家
茂
が
通
交
し
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
も
宗
金
の
通
交
を
補
完
す
る
も
の
と
捉
え
る
と
、
さ
ら
に
通
交
頻
度
が
高
く
な
る
。
受
図
書
人
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
通
交
権
は
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
、
実
際
の
通
交
か
ら
も
判
明
す
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
使
送
人
を
派
遣
す
る
使
送
倭
人
と

し
て
の
活
動
で
あ
る
が
、
時
に
日
本
国
王
使
と
し
て
、
あ
る
い
は
進
香
な
ど
の
た
め
に
自
身
が
渡
海
し
た
こ
と
が
あ
り
、
通
交
の
内

容
も
多
様
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

宗
金
の
朝
鮮
貿
易
の
特
質

次
に
宗
金
の
朝
鮮
貿
易
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

（
一
）
通
交
の
形
態

宗
金
の
通
交
の
形
態
と
し
て
、
使
人
派
遣
と
自
身
渡
航
が
あ
る
。
表
一
・
二
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
通
交
が
使
人
派
遣
で
あ
り
、

宗
金
の
朝
鮮
通
交
の
基
本
は
使
送
倭
人
と
し
て
の
通
交
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
使
人
と
し
て
は
、
子
弟
と
そ
れ
以
外
に
分
け
ら

れ
、
子
弟
で
は
表
阿
古
羅
（
兵
衛
五
郎
）
が
、
そ
れ
以
外
で
は
六
郎
二
郎
と
多
羅
時
羅
（
太
郎
四
郎
か
）
の
二
人
が
検
出
さ
れ
る
。
上



京
の
人
数
は
、
史
料
か
ら
判
明
す
る
限
り
で
は
、
五
人
か
ら
九
人
で
あ
る
。

ま
た
、
自
身
渡
航
は
一
四
二
九
年
（
永
享
元
）
、
一
四
三
四
年
〈
永
享
六
〉
、
一
四
四
七
年
（
文
安
四
）
、
一
四
五
O
年
〈
宝
徳
二
）

の
四
回
が
検
出
さ
れ
る
。
一
回
二
九
年
の
渡
航
は
、
自
身
が
日
本
国
王
使
と
し
て
渡
海
し
な
が
ら
、
い
っ
ぽ
う
で
追
使
を
す
る
と
い

う
こ
重
の
通
交
を
行
っ
て
い
る
。
自
身
渡
航
は
と
く
に
晩
年
に
多
い
が
、
日
本
国
王
使
と
し
て
の
渡
航
以
外
で
は
、
被
虜
明
人
の
送

還
や
進
香
、
大
蔵
経
求
請
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
晩
年
に
二
回
渡
航
し
て
い
る
こ
と
は
、
壱
岐
の
受
職
人
藤
九
郎
が
宗
金

に
つ
い
て
礼
曹
官
人
に
語
っ
た
言
葉
中
の
「
宗
金
之
言
日
、
吾
子
三
人
、
皆
謁
二
朝
鮮
国
一
、
独
末
子
未
レ
謁
、
将
レ
伝
ニ
図
書
於
末
子
一
、

往
謁
ニ
朝
鮮
＼
面
嘱
而
死
」
の
部
分
と
符
合
す
る
。
こ
こ
で
自
身
の
通
交
権
を
子
弟
に
継
承
さ
せ
よ
う
と
い
う
宗
金
の
意
図
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
理
由
以
外
に
、
通
交
権
の
一
族
へ
の
確
保
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推

察
さ
れ
る
。

（
二
）
輸
出
品

宗
金
の
朝
鮮
へ
の
献
上
品
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
「
土
宜
」
「
土
物
」
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

例
外
的
に
三
回
分
は
内
容
が
判
明
す
る
。

①
世
宗
七
年
（
一
四
二
五
〉
正
月
丁
丑
条
の
献
上
品

鍍
金
酒
旋
子
と
鍛
鉄
を
献
上
し
て
い
る
。
鍍
金
酒
旋
子
と
は
、
金
で
装
飾
し
た
酒
器
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
製
の
工
芸
品
で
あ
る
。

鍛
鉄
は
鉱
産
物
の
錫
で
あ
る
。

②
世
宗
八
年
（
一
四
二
六
）
十
一
月
庚
寅
朔
条
の
献
上
品

前
年
十
月
に
図
書
を
受
給
し
た
返
礼
と
し
て
、
宗
金
は
摺
扇
一

O
O本
・
樟
脳
五
斤
・
大
万
一

O
柄
・
犀
角
一
頭
・
護
金
二

O

斤
・
銅
二

O
O斤
・
葎
香
二

O
斤
・
硫
黄
一

0
0
0斤
を
献
上
し
た
。
摺
扇
・
大
万
は
日
本
産
の
工
芸
品
、
銅
・
硫
黄
は
日
本
産
の

鉱
産
物
で
あ
る
。
量
的
に
は
鉱
産
物
が
最
も
多
い
。
樟
脳
は
、
応
永
二
十
八
年
三
四
二
一
）
に
前
九
州
探
題
渋
川
道
鎮
が
朝
鮮
に

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア
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送
っ
た
の
が
日
本
に
お
け
る
初
見
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
産
の
樟
脳
で
、
「
南
海
｜
中
国
｜
日
本
」
の
間
に
あ
っ
て
中
継
貿
易
に
活
躍

（
初
）

し
た
琉
球
船
に
よ
っ
て
中
国
産
の
樟
脳
が
九
州
に
将
来
さ
れ
、
朝
鮮
に
再
輸
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
葎
香
は
薬
材
で
、
中

国
産
と
も
東
南
ア
ジ
ア
産
と
も
い
う
。
犀
角
は
東
南
ア
ジ
ア
産
の
犀
の
角
で
薬
材
、
欝
金
も
東
南
ア
ジ
ア
産
の
植
物
で
薬
材
や
黄
色

染
料
・
香
料
に
使
用
さ
れ
る
。

③
世
宗
十
年
（
一
四
二
八
）
二
月
甲
寅
条
の
献
上
品

宗
金
は
か
つ
て
使
者
が
朝
鮮
か
ら
厚
く
も
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
の
ベ
、
か
つ
黒
細
麻
布
の
恵
贈
を
依
頼
し
て
、
扇
子
・
犀
角
・
沈

香
・
朱
折
扶
・
蘇
木
・
硫
黄
・
隣
香
・
大
万
・
土
黄
・
銅
・
甘
草
・
巴
戟
な
ど
を
献
上
し
た
。
い
わ
ば
黒
細
麻
布
の
代
価
で
あ
る
。

具
体
的
な
数
量
は
不
明
で
あ
る
。

扇
子
・
犀
角
・
硫
黄
・
大
万
・
銅
は
②
と
共
通
し
て
い
る
。
沈
香
は
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
産
す
る
香
木
で
あ
り
、

薬
用
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
朱
折
扶
は
お
そ
ら
く
朱
折
敷
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
、
日
本
製
の
朱
塗
り
の
折
敷
（
角
盆
）
で
あ
る
。

蘇
木
は
東
南
ア
ジ
ア
に
産
す
る
植
物
で
、
紅
色
染
料
に
使
用
さ
れ
る
。
隣
香
は
不
明
で
あ
る
が
、
名
称
か
’
り
し
て
南
海
産
の
香
料
か

も
し
れ
な
い
。
土
黄
は
漢
方
薬
材
か
と
考
え
ら
れ
る
。
甘
草
は
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
産
す
る
植
物
で
、
薬
材
に
使
用
す

る
。
巴
戟
は
正
式
に
は
巴
戟
天
と
い
う
中
国
産
の
植
物
で
、
同
じ
く
薬
材
で
あ
る
。
若
干
不
明
の
物
品
が
あ
る
が
、
基
本
的
な
構
成

は
②
と
変
わ
ら
な
い
。

以
上
三
回
の
物
品
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
日
本
産
の
工
芸
品
、
日
本
産
の
鉱
産
物
、
東
南
ア
ジ
ア
産
の
薬
材
・
香
料
・
染
料
、

中
国
産
の
薬
材
に
大
別
さ
れ
る
。
中
心
と
な
る
の
は
日
本
産
の
物
品
で
あ
る
が
、
と
く
に
鉱
産
物
が
量
的
に
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
お
よ
び
中
国
産
の
様
々
な
物
品
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
博
多
に
お
い
て
こ
れ
ら
が
入
手
可
能
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
易
の
広
が
り
を
反
映
し
た
献
上
品
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
一
四
二
五
年
か
ら
二
八

年
に
か
け
て
は
日
明
貿
易
が
断
絶
し
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
期
に
中
国
産
物
資
が
日
本
か
ら
朝
鮮
に
輸
出
さ
れ
て
い
る



こ
と
は
、
琉
球
の
中
継
貿
易
に
よ
っ
て
も
た
・
り
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

【

nv

銅
・
錫
・
硫
黄
と
い
っ
た
鉱
産
物
は
中
世
後
期
に
活
発
に
朝
鮮
に
輸
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
朝
鮮
に
も
た
’
り
し
た
の
は
国
内
の

様
々
な
地
域
と
階
層
の
人
物
で
あ
り
、
圏
内
に
お
け
る
鉱
産
物
生
産
が
活
発
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
流
通
も
活
発
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
世
宗
十
年
（
一
四
二
八
）
正
月
の
朝
鮮
通
交
時
に
宗
金
は
、
対
馬
の
早
田
左
衛
門
太
郎
・
板
倉
満
最
と
と

【

nv

も
に
二
万
八
千
斤
と
い
う
膨
大
な
量
の
銅
を
貿
易
港
に
持
ち
込
み
、
朝
鮮
政
府
は
こ
れ
を
綿
紬
二
千
八
百
匹
と
交
換
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
同
年
二
月
に
朝
鮮
に
献
上
し
た
銅
と
は
別
物
で
あ
り
、
使
船
派
遣
に
付
随
し
た
宗
金
の
貿
易
活
動
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
世

宗
二
十
九
年
（
一
四
四
七
）
に
は
、
宗
金
は
朝
鮮
に
対
し
て
「
私
物
」
を
全
て
京
に
移
し
て
貿
易
せ
ん
こ
と
を
願
い
、
許
さ
れ
て
い

る
。
宗
金
の
貿
易
活
動
の
中
心
は
献
上
｜
回
賜
と
い
う
儀
礼
的
な
貿
易
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
付
随
し
た
銅
な
ど
の
私
物

の
貿
易
が
む
し
ろ
主
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
土
宜
・
土
物
の
献
上
の
み
し
か
記
事
に
な
い
場
合
で
も
、
大
規
模

な
貿
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

一
四
三
三
年
（
永
事
五
）
に
来
日
し
た
朝
鮮
使
節
李
芸
は
、
京
都
か
ら
の
帰
路
、
尾
道
に
寄
港
し
、
「
博
多
倭
人
」
の
銅
四
千
余
斤

円
値
副
》

を
船
に
積
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
博
多
商
人
が
中
園
地
方
産
出
銅
の
流
通
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
宗

金
の
銅
貿
易
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
博
多
商
人
の
瀬
戸
内
｜
博
多
聞
銅
流
通
へ
の
参
画
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
輸
入
品

宗
金
の
朝
鮮
へ
の
献
上
品
に
対
す
る
回
賜
は
、
表
1
・
2
の
よ
う
に
綿
布
・
正
布
（
麻
布
）
・
綿
紬
と
い
っ
た
繊
維
製
品
が
主
で

あ
っ
た
。
ま
た
最
後
の
通
交
で
は
大
蔵
経
を
求
請
し
、
三
千
八
百
巻
の
大
蔵
経
を
与
え
ら
れ
た
。
一
商
人
が
こ
れ
を
与
え
ら
れ
る
の

は
、
当
時
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
焼
酒
・
田
犬
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
一
覧
表
に
す
る
と
表
3
の

よ
う
に
な
る
。室

町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア
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表
3 

宗金の朝鮮からの輸入品（回賜品）

大豊
回 焼 綿 正 車市 ロロロ

犬 酒 紬 布 布 名

一一一
九0 匹
一。匹 期
一 一

0 量 一五0 匹一五瓶 0 匹隻
期

一 メd-

在

一
一量記 五0 匹
隻

計

朝
鮮
か
ら
九
州
探
題
へ
の
回
賜
品
は
一
四
二
三
年
（
世
宗
五
・
応
永
三
十
〉
を
境
と
し
て
、
綿
布
か
ら
正
布
に
変
化
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
る
が
、
宗
金
の
場
合
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。
宗
金
ら
三
名
の
一
回
の
銅
貿
易
だ
け
で
、
二
八

O
O匹
の
綿
紬
を
獲
得
し

て
お
り
、
そ
の
量
は
回
賜
品
中
の
繊
維
製
品
の
総
計
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
輸
出
品
と
同
様
、
正
式
な
献
上
｜

回
賜
貿
易
よ
り
も
、
そ
れ
に
付
随
し
た
貿
易
の
量
の
方
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

朝
鮮
通
信
使
接
待
と
日
本
情
報
の
伝
達

（
一
）
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
・
護
送

宗
金
が
朝
鮮
通
交
を
行
う
契
機
に
な
っ
た
の
が
、
朝
鮮
通
信
使
宋
希
環
の
接
待
・
護
送
で
あ
っ
た
。
通
信
使
は
博
多
を
必
ず
経
由

す
る
た
め
、
宗
金
に
と
っ
て
通
交
権
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
接
待
は
重
要
で
あ
っ
た
。

宗
金
の
宋
希
環
に
対
す
る
接
待
の
あ
り
方
や
京
都
へ
の
護
送
の
あ
り
方
は
、
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
や
諸
先
学
の
研
究
に
詳
し
い
の



で
割
愛
す
る
。
一
四
二
六
年
（
世
宗
八
）
十
二
月
、
朝
鮮
の
礼
曹
は
博
多
商
人
平
方
行
吉
と
宗
金
に
関
し
て
、
「
至
誠
向
慕
、
本
国
使

｛

mv 

臣
之
来
往
、
尽
レ
心
厚
待
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
時
渡
航
し
た
平
方
行
吉
の
子
二
郎
古
羅
（
二
郎
五
郎
）
と
宗
金
の
子
表
阿
古
羅

（
兵
衛
五
郎
）
は
、
衣
二
襲
が
特
別
に
下
賜
さ
れ
た
。
宗
金
は
宋
希
環
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
朝
鮮
使
節
も
博
多
で
接
待
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

一
四
二
九
年
〈
世
宗
十
一
）
の
通
信
使
朴
瑞
生
の
帰
国
時
に
、
通
信
使
船
の
乗
組
員
が
二
名
病
気
に
な
っ
た
。
朴
瑞
生
は
そ
の
送

《
泊
】

還
を
宗
金
に
依
頼
し
た
た
め
、
宗
金
は
軽
艦
を
発
し
て
二
名
を
朝
鮮
に
送
っ
た
。
宗
金
は
こ
の
時
、
土
宜
を
献
じ
て
正
布
七
O
匹
の

回
賜
を
受
け
て
い
る
。
一
四
三
三
年
（
世
宗
十
五
）
に
は
、
回
礼
使
を
護
送
し
た
と
い
う
功
績
に
よ
っ
て
、
宗
金
の
子
は
綿
紬
二

O

A
M剖
）

匹
を
下
賜
さ
れ
た
。
一
四
四
四
年
（
世
宗
二
十
六
）
に
は
、
博
多
か
ら
大
内
殿
に
到
っ
た
朝
鮮
の
招
撫
官
康
勧
善
を
厚
く
館
待
し
、

そ
の
帰
国
に
際
し
て
は
、
人
を
派
遣
し
て
護
送
さ
せ
た
。
こ
の
時
も
宗
金
は
礼
物
を
献
じ
、
正
布
四
O
匹
・
白
細
綿
紬
一

O
匹
・
白

細
綿
布
一

O
匹
・
黒
細
麻
布
五
匹
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
田
中
健
夫
氏
が
指
摘
す
る
「
朝
鮮
使
の
護
送
に
便
乗
す
る
貿
易
」

で
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
・
護
送
が
い
か
な
る
目
的
で
な
さ
れ
た
か
明
白
で
あ
る
。

。
己
朝
鮮
通
信
使
と
の
貿
易

一
四
四
三
年
（
嘉
吉
三
）
に
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
に
関
し
て
、
当
時
の
日
本
側
の
記
録
は
「
近
来
者
為
商
売
所
入
来
也
」
「
非
加

先
々
商
売
之
料
也
」
と
記
し
て
い
る
。
名
目
上
は
弔
問
や
将
軍
就
任
祝
賀
の
た
め
の
外
交
使
節
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
経
済
的
な

性
格
が
強
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
四
三
三
年
（
永
享
五
）
に
来
日
し
た
李
芸
の
活
動
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
。
博
多
に
到
着
し
た
李
芸
は
、

旧
知
の
日
本
人
の
綿
紬
を
船
に
乗
せ
て
出
発
し
た
。
そ
の
綿
紬
は
広
閥
で
高
価
で
あ
っ
た
の
で
、
朝
鮮
か
ら
持
参
し
た
紬
は
価
値
が

な
く
な
り
、
予
定
し
て
い
た
光
絹
と
漆
を
買
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
京
都
か
ら
の
帰
途
、
李
芸
は
尾
道
で
博
多
倭
人
の
銅

四
千
余
斤
を
積
み
込
ん
だ
。
こ
の
旧
知
の
日
本
人
も
博
多
倭
人
も
と
も
に
博
多
商
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
博
多
商
人
は
、
朝
鮮

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア
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一
四

使
節
と
連
携
し
て
、
自
ら
の
輸
入
品
を
日
本
で
販
売
さ
せ
、
中
園
地
方
産
の
銅
を
朝
鮮
に
輸
出
し
よ
う
と
し
た
。
自
ら
の
貿
易
行
為

を
朝
鮮
使
節
に
代
行
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
博
多
商
人
が
使
節
を
経
済
的
に
取
り
込
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
時
の
博
多
商
人

が
誰
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
宗
金
の
朝
鮮
使
節
接
待
・
護
送
の
実
績
か
ら
し
て
、
宗
金
も
同
様
の
行
為
を
行
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。

（
三
）
宗
金
の
も
た
、
り
し
た
日
本
情
報
と
被
虜
人

宗
金
が
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
献
上
品
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
国
内
に
関
す
る
情
報
も
朝
鮮
に
意
識
的
に
伝
達
し
て

い
る
。
以
下
、
そ
れ
を
検
出
し
よ
う
。

①
日
本
国
王
（
室
町
殿
）
の
交
代

一
四
二
八
年
（
世
宗
十
・
正
長
元
）
七
月
、
宗
金
は
礼
曹
に
致
書
し
、
「
国
王
莞
逝
、
其
弟
為
レ
嗣
」
と
報
じ
た
。
国
王
と
は
室
町

殿
を
言
い
、
具
体
的
に
は
足
利
義
持
を
さ
し
て
い
る
。
義
持
は
正
長
元
年
正
月
十
八
日
に
没
し
た
。
翌
日
、
弟
の
義
円
が
く
じ
で
後

継
者
に
選
ば
れ
、
三
月
十
二
日
還
俗
し
て
義
宣
〈
後
に
義
教
と
改
名
）
と
名
乗
っ
た
。
将
軍
と
な
る
の
は
翌
永
享
元
年
三
四
二
九
）

三
月
十
五
日
で
あ
る
。

こ
の
日
本
国
王
足
利
義
持
の
死
を
最
初
に
朝
鮮
に
伝
え
た
の
は
、
対
馬
の
早
田
左
衛
門
太
郎
で
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
で
あ
っ
た
。

【
明
訓
｝

次
に
こ
の
情
報
を
伝
え
た
の
が
七
月
の
宗
金
で
、
三
番
手
が
八
月
の
小
早
川
浄
嘉
〈
則
平
）
で
あ
り
、
四
番
手
が
十
月
の
少
弐
満
貞

《
岨
岬
】

で
あ
っ
た
。
対
馬
お
よ
び
博
多
・
大
宰
府
の
関
係
者
が
次
々
に
室
町
殿
交
代
の
情
報
を
朝
鮮
に
も
た
、
り
し
た
の
で
あ
る
。
国
王
の
死

や
交
代
は
、
日
本
と
の
良
好
な
交
隣
関
係
を
志
向
す
る
朝
鮮
に
と
っ
て
は
と
く
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
朝
鮮
通
信
使
派
遣
に
関
す
る
意
見

日
本
国
王
の
交
代
の
情
報
を
入
手
し
た
朝
鮮
は
、
前
国
王
の
死
を
弔
い
、
新
国
王
の
就
任
を
祝
賀
す
る
通
信
使
派
遣
を
企
画
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
い
ち
早
く
反
応
し
た
の
が
早
田
左
衛
門
太
郎
で
あ
る
。
左
衛
門
太
郎
は
、
こ
の
年
の
八
月
、
朝
鮮
に
書
契
を
送
り
、



日
本
で
は
戦
争
が
ま
だ
収
ま
ら
ず
、
通
行
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
通
信
使
派
遣
は
し
ば
ら
く
停
止
し
た
方
が
い
い
と
提
言
し
、
世
宗

門鈎
V

も
こ
れ
に
従
っ
た
σ
続
い
て
こ
の
年
の
十
二
月
、
宗
金
は
「
時
気
向
レ
寒
、
遼
海
万
里
、
風
償
問
不
レ
穏
」
で
あ
る
た
め
、
通
信
使
派
遣

は
春
ま
で
待
っ
た
方
が
ょ
い
と
意
見
を
の
ベ
匂
朝
鮮
は
こ
の
意
見
も
採
用
し
た
ら
し
く
、
通
信
使
朴
瑞
生
の
一
行
が
対
馬
に
到
着

し
た
の
は
翌
年
三
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
宗
金
は
朝
鮮
の
日
本
に
対
す
る
外
交
政
策
に
も
注
目
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
具
申
と
い
う

形
で
外
交
行
為
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
北
部
九
州
の
動
向

宗
金
は
一
四
二
八
年
十
二
月
に
通
信
使
派
遣
に
関
す
る
意
見
具
申
を
行
っ
た
際
、
北
部
九
州
の
政
治
動
向
に
つ
い
て
も
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
北
部
九
州
の
動
向
は
、
倭
冠
再
発
の
危
険
性
と
も
深
く
関
わ
る
た
め
、
朝
鮮
が
重
視
し
て
い
た
情
報
で
あ
っ
た
。
宗

金
は
、
「
方
今
、
九
州
威
権
在
二
大
友
与
大
内
二
公
一
、
若
先
遣
ニ
行
人
一
、
通
二
好
於
二
公
一
、
二
公
必
傾
倒
駕
」
と
の
ベ
、
九
州
で
大
友

氏
と
大
内
氏
の
勢
力
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
を
解
説
し
、
両
氏
へ
の
遺
使
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
に
大
友
氏
が
田
犬
を
求

請
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
求
請
実
現
の
た
め
の
情
報
と
も
解
釈
さ
れ
る
が
、
当
時
、
北
部
九
州
に
お
い
て
少
弐
氏
の

勢
力
が
衰
退
し
、
大
友
氏
と
大
内
氏
の
勢
力
が
伸
張
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
W

朝
鮮
は
と
く
に
大
内
氏
を
重
要
視
し
、

使
者
を
派
遣
し
た
り
、
贈
物
を
送
っ
た
り
し
て
い
る
。

④
倭
窓
情
報

朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
を
襲
撃
し
た
倭
冠
は
、
高
麗
末
期
に
は
減
少
の
兆
し
が
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
初
期
の
武
断
・
懐
柔
政
策
に

よ
っ
て
急
速
に
沈
静
化
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
み
の
こ
と
で
あ
り
、
中
国
に
対
し
て
は
相
変
わ
ら
ず
倭
窓
活
動
を
継

続
し
て
い
た
。
一
四
三
九
年
（
世
宗
二
十
一
）
三
月
、
宗
金
の
使
人
多
羅
時
羅
（
太
郎
次
郎
）
が
慶
尚
道
観
察
使
に
対
し
て
、
「
賊
万

戸
早
田
六
郎
次
郎
が
中
国
に
入
冠
し
よ
う
と
し
て
宗
貞
盛
ら
に
い
と
ま
ど
い
を
し
た
時
、
貞
盛
が
『
朝
鮮
の
墳
を
犯
し
て
は
な
ら
な

い
。
も
し
我
が
言
に
従
わ
ず
、
朝
鮮
の
境
を
侵
犯
し
た
な
ら
ば
、
汝
の
妻
子
を
殺
害
す
る
』
と
の
べ
た
た
め
、
六
郎
次
郎
ら
は
天
を

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア
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指
さ
し
て
響
い
、
『
朝
鮮
の
恩
徳
を
厚
く
蒙
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
朝
鮮
の
境
を
侵
犯
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
』
と
言
っ

た
」
と
報
告
し
た
。
こ
の
時
、
宗
貞
盛
は
朝
鮮
に
対
す
る
倭
定
行
為
は
厳
禁
し
た
が
、
中
国
へ
の
倭
窓
行
為
に
は
な
ん
ら
言
及
し
て

い
な
い
点
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
世
の
日
朝
関
係
は
倭
定
問
題
が
常
に
根
底
に
あ
っ
た
た
め
、
倭
窓
情
報
は
朝
鮮
が
最

も
欲
す
る
情
報
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
た
宗
金
や
使
人
の
多
羅
時
羅
は
、
入
手
し
た
情
報
を
い
ち
早
く
朝
鮮
に
伝
え
た
の

で
あ
る
。

⑤
被
虜
人
の
送
還

以
上
の
よ
う
に
宗
金
は
様
々
な
有
効
な
情
報
を
朝
鮮
に
伝
え
た
。
し
か
し
、
宗
金
が
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
輸
出
品
や
日

本
情
報
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
倭
窓
に
連
れ
去
ら
れ
た
被
虜
人
の
送
還
も
行
っ
て
い
る
。
一
四
二
八
年
（
世
宗
十
）
七
月
に
朝
鮮
の

被
虜
人
二
名
を
朝
鮮
に
送
還
し
、
一
四
四
七
年
（
世
宗
二
十
九
）
に
は
明
か
ら
の
被
虜
人
観
音
保
を
朝
鮮
に
同
行
し
、
明
へ
の
送
還

を
依
頼
し
た
。
朝
鮮
は
議
論
し
た
結
果
、
明
へ
の
送
還
を
決
定
し
た
。
被
虜
人
の
送
還
は
朝
鮮
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宗
金

は
こ
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

日
明
貿
易
と
宗
金

宗
金
と
そ
の
一
族
が
日
明
貿
易
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
有
光
保
茂
氏
以
来
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
宗
金
一
族
は
、

室
町
期
の
博
多
日
朝
貿
易
商
人
を
代
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
期
の
博
多
日
明
貿
易
商
人
を
代
表
す
る
存
在
で
も
あ
る
。

有
光
保
茂
氏
は
、
『
世
宗
実
録
』
二
十
九
年
（
一
四
四
七
）
五
月
丙
辰
条
の
「
宗
金
又
言
、
予
於
二
正
統
元
年
一
与
ニ
僧
道
淵
一
朝
二
子

上
国
＼
帝
賜
二
道
淵
満
繍
袈
裟
一
、
賜
二
我
段
子
二
十
匹
・
絹
四
十
匹
し
と
い
う
記
事
を
引
用
し
、
宗
金
が
遺
明
船
に
加
わ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
有
光
氏
は
、
正
統
元
年
は
永
享
八
年
（
一
四
一
ニ
六
）
に
あ
た
り
、
道
淵
が
入
明
し
た
の
は
宣
徳
八
年
H

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
で
あ
り
、
三
年
間
の
相
違
が
あ
る
こ
と
、
正
統
元
年
に
も
遣
明
船
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に



も
宗
金
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
正
統
元
年
と
誤
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
た
し
か
に
正
統
元
年
は
第

九
次
遣
明
船
が
帰
国
し
た
年
で
あ
り
、
龍
室
道
淵
は
一
四
三
二
年
（
永
享
四
）
派
遣
の
第
八
次
遺
明
船
の
正
使
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

記
事
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
宗
金
が
入
明
し
た
の
は
第
八
次
遺
明
船
な
の
か
、
第
九
次
遺
明
船
な
の
か
、
あ
る
い
は
両
方
な

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
四
三
三
年
〈
世
宗
十
五
年
）
十
一
月
、
宗
金
の
子
家
茂
が
朝
鮮
に
遺
使
し
た
。
し
か
し
、
家
茂
は
「
通

信
之
人
」
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
献
上
品
を
受
け
取
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
詳
定
所
啓
の
中
に
「
宗
金
輸
レ
款
有
レ

旧
、
今
朝
二
子
上
国
一
」
と
い
う
記
事
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
四
三
三
年
十
一
月
当
時
、
宗
金
は
上
国
す
な
わ
ち
明
に
渡
航

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
龍
室
道
淵
が
正
使
で
あ
っ
た
第
八
次
遣
明
船
入
明
中
の
時
期
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
宗
金
が

入
明
し
、
皇
帝
か
ら
段
子
・
絹
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
第
八
次
遣
明
船
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
第
九
次
遺
明
船

で
も
宗
金
が
入
明
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
い
う
し
か
な
い
。
第
九
次
遺
明
船
入
明
中
の
一
四
三
六
年
（
永
享
八
）
一
二
月

に
も
子
の
家
茂
が
朝
鮮
に
遺
使
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
宗
金
は
再
度
入
明
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
の
結
論
を
要
約
し
て
結
び
と
し
た
い
。
宗
金
の
朝
鮮
通
交
開
始
の
契
機
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

O
年
の
宋
希
環
の
来
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
金
は
博
多
の
僧
か
ら
貿
易
商
人
に
転
化
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
応
永
外
窟

以
前
か
ら
博
多
と
畿
内
を
往
来
す
る
廻
船
商
人
で
あ
り
、
当
初
か
ら
朝
鮮
通
交
の
意
志
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
た
い
。

宗
金
の
朝
鮮
通
交
は
、
一
四
二
五
年
十
月
の
受
図
書
を
境
と
し
て
、
第
一
期
日
受
図
書
以
前
期
と
第
二
期
H
受
図
書
人
期
に
時
期

区
分
さ
れ
る
。
第
二
期
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
通
交
が
増
加
し
、
通
交
形
態
も
多
様
化
す
る
。
ま
た
受
図
書
人
化
の
直
接
の
契
機
は
、

直
前
の
九
州
探
題
の
没
落
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
期
は
渋
川
氏
お
よ
び
そ
の
家
臣
と
関
係
が
深
く
、
そ
の
朝
鮮
貿
易
を

四

室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア

二
七



室
町
期
の
博
多
商
人
宗
金
と
東
ア
ジ
ア

一
一
八

担
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
第
二
期
に
な
る
と
大
友
氏
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
最
終
的
に
は
大
友
氏
領
博
多
息
浜
の
代
官
と

な
っ
た
。

宗
金
の
朝
鮮
貿
易
は
、
献
上
｜
回
賜
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
全
貌
は
つ
か
み
が
た
い
。
し
か
し
、
断
片

的
な
関
係
史
料
か
ら
す
る
と
、
献
上

l
回
賜
に
よ
る
貿
易
よ
り
も
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
行
わ
れ
た
私
物
の
貿
易
の
方
が
は
る
か

に
大
規
模
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
輸
出
品
に
は
、
日
本
・
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
国
内
外
交
易
に
よ
る
様
々
な
物
資
が

検
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
心
は
日
本
産
の
物
資
で
、
と
く
に
鉱
産
物
が
主
要
輸
出
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
産
の
物
資
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
、
日
明
関
係
断
絶
時
に
明
｜
琉
球
｜
日
本
と
い
う
交
易
ル

l
ト
が
形
成
さ
れ
、
日
本
人
の
唐
物
熱
を
あ
る
程
度
満
た

し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
輸
入
品
と
し
て
は
、
木
綿
・
正
布
・
綿
紬
と
い
っ
た
朝
鮮
産
の
繊
維
製
品
が
主
要
な
も
の
で
あ
っ

た。
宗
金
は
、
朝
鮮
貿
易
を
活
発
に
行
い
な
が
ら
、
一
方
で
博
多
に
お
い
て
は
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
・
護
送
を
熱
心
に
行
っ
た
。
こ
れ

は
朝
鮮
の
歓
心
を
買
い
、
貿
易
権
を
拡
大
・
強
化
す
る
と
い
う
意
図
が
背
後
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
宗
金
は
、
来
日
し

た
朝
鮮
通
信
使
と
貿
易
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
朝
鮮
に
有
効
な
日
本
情
報
を
提
供
し
、
被
虜
人
を
送
還
し
た
。
こ
れ
も
通

信
使
の
接
待
・
護
送
と
同
様
の
意
図
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
広
範
な
活
動
に
よ
っ
て
宗
金
は
朝
鮮
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
た
と

考
え
ら
れ
、
「
宗
金
非
ニ
他
倭
比
一
也
、
国
家
厚
待
者
」
と
い
う
朝
鮮
側
の
認
識
に
至
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
定
着
に
よ
っ
て
、
宗
金
は

最
後
の
通
交
で
大
蔵
経
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

宗
金
一
族
が
日
明
貿
易
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
金
の
確
実
な
入
明
は
第
八
次
遣
明
船
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
日
明
貿
易
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
出
来
な
い
。



〔注〕
（1
）
有
光
保
茂
「
博
多
商
人
宗
金
と
そ
の
家
系
」
（
『
史
淵
』
一
ム
ハ
輯
、
一
九
三
七
年
）
。

（2
）
盟
国
武
『
日
本
商
人
史
中
世
筒
』
東
京
堂
、
一
九
四
九
年
。
な
お
、
『
盛
岡
武
著
作
集
第
三
巻

に
再
録
。

（3
）
田
中
健
夫
「
日
鮮
貿
易
に
お
け
る
博
多
商
人
の
活
動
」
（
同
『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
、
初
出
は
一
九
五
三
年
〉
。

（4
）
上
回
純
一
「
妙
楽
寺
と
博
多
商
人
l
応
永
の
外
冠
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
異
国
と
九
州
』
雄
山
間
出
版
、
一
九
九
二
年
）
。
な
お
、

私
は
円
福
寺
僧
宗
金
と
博
多
の
宗
金
を
同
一
人
と
証
明
す
る
に
は
、
ま
だ
史
料
的
に
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（5
）
中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上
・
中
・
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五

i
六
九
年
〉
。

（6
）
田
村
洋
幸
『
中
世
日
朝
貿
易
の
研
究
』
本
論
第
四
輩
、
三
和
書
房
、
一
九
六
七
年
。

（7
）
有
光
有
学
「
中
世
後
期
に
お
け
る
貿
易
商
人
の
動
向
」
（
静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
研
究
報
告
『
人
文
論
集
』
一
二
、
一
九
七
O
年）。

（8
）
佐
伯
弘
次
「
中
世
都
市
博
多
と
「
石
城
管
事
」
宗
金
」
（
『
史
淵
』
一
二
三
輯
、
一
九
九
六
年
三
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
佐
伯
弘
次
編
「
博
多
宗
金
関
係

年
表
」
（
平
成
七
年
度
笠
子
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
C
）
研
究
成
果
報
告
書
『
中
世
都
市
博
多
と
日
朝
関
係
』
代
表
佐
伯
弘
次
、
一
九
九
六
年
）
が
あ

広
w

。

（9
）
宋
希
顕
著
・
村
井
章
介
校
注
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
政
語
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
）
一
八
五
頁
。
こ
の
点
は
注
1
有
光
保
茂
論
文
二

O
四
頁
に
指

摘。

（
叩
）
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
、
注
1
有
光
保
茂
論
文
二

O
五
1
二
O
七
頁
。

（
日
）
『
世
宗
実
録
』
二
年
（
一
四
二

O
）
十
一
月
己
丑
条
（
『
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集
成
李
朝
実
録
之
部
』
（
一
〉
、
図
書
刊
行
会
、
本

稿
に
お
け
る
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
本
書
（
一
）
（
二
）
に
よ
る
。
）

〈
ロ
）
注
1
有
光
保
茂
論
文
二

O
八
頁
。
な
お
、
宋
希
環
は
帰
国
後
、
日
本
へ
の
通
信
時
に
覇
家
台
（
博
多
〉
に
住
む
「
惟
臥
仇
羅
」
が
京
都
ま
で
随
行
し
て

使
節
の
た
め
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
を
の
べ
、
恩
賞
を
与
え
る
よ
う
に
国
王
に
啓
し
た
結
果
、
綿
布
六
匹
が
「
惟
臥
仇
羅
」
に
給
与
さ
れ
た
（
『
世
宗
実
録
』

三
年
（
一
四
二
一
）
正
月
丙
子
条
）
。
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
か
ら
確
認
さ
れ
る
時
多
か
ら
の
随
行
者
に
は
、
禅
僧
無
涯
亮
促
・
宗
金
・
「
表
三
甫
羅
」
（
兵

衛
三
郎
か
）
の
三
名
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
惟
臥
仇
羅
」
と
は
音
が
一
致
し
な
い
。
博
多
の
「
惟
臥
仇
羅
」
が
い
か
な
る
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
。
宗

金
が
朝
鮮
政
府
か
ら
厚
過
さ
れ
た
の
は
、
「
惟
臥
仇
羅
」
と
同
様
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

症
の
商
人
と
交
通

± 
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年

二
九



一二

O

（
悶
）
川
添
昭
二
『
対
外
関
係
の
史
的
展
開
』
一
九
八
1
一
九
九
頁
、
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年
。

（M
〉
『
世
宗
実
録
』
七
年
（
一
四
二
五
）
十
月
奨
未
条
。

（
時
）
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上
巻
五
三
六
頁
。

（
時
）
同
前
四
五
0
1四
五
四
頁
。

（
げ
）
本
多
美
穂
「
室
町
時
代
に
お
け
る
少
弐
氏
の
動
向
」
（
『
九
州
史
学
』
九
一
号
、
一
九
八
八
年
）
。

（
時
）
『
世
宗
実
録
』
十
五
年
（
一
四
三
三
）
十
月
辛
未
条
、
周
年
十
一
月
甲
申
条
、
十
八
年
（
一
四
三
六
）
三
月
丁
卯
朔
条
。

（
凶
）
『
世
祖
実
録
』
元
年
（
一
四
五
五
）
七
月
丁
酉
条
。
た
だ
し
宗
金
の
図
書
は
、
一
四
五
五
年
〈
康
正
元
）
に
す
で
に
通
交
の
実
績
が
あ
る
家
茂
に
継
承
さ

れ
て
お
り
（
『
海
東
諸
国
紀
』
）
、
末
子
に
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
初
）
山
田
憲
太
郎
『
香
料
日
本
の
に
お
い
』
一
四
八

i
一
四
九
頁
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
。

（
幻
）
扶
と
敷
は
朝
鮮
語
で
も
音
が
共
通
す
る
し
、
『
世
宗
実
録
』
六
年
三
四
二
四
）
六
月
己
未
条
の
渋
川
義
俊
献
上
品
の
中
に
も
「
朱
折
敷
二
十
片
」
と
見

え
て
い
る
。

（
幻
）
小
葉
田
淳
『
金
銀
貿
易
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
。

（
お
〉
『
世
宗
実
録
』
十
年
三
四
二
八
）
正
月
戊
申
条
。

（
剖
）
同
前
二
十
九
年
（
一
四
四
七
）
間
四
月
庚
申
条
。

〈
お
〉
同
前
十
六
年
（
一
四
三
四
）
正
月
庚
寅
条
。

〈
鉛
）
注
目
川
添
著
書
一
一
一
一

1
一
二
二
頁
。

（
幻
）
注
1
有
光
保
茂
論
文
ほ
か
。

（
犯
）
『
世
宗
実
録
』
八
年
三
四
二
六
）
十
二
月
突
亥
条
。

（
却
）
同
前
十
一
年
（
一
四
二
九
）
十
一
月
辛
酉
条
。

（
却
）
同
前
十
五
年
（
一
四
三
三
）
十
月
辛
未
条
。

（
剖
）
同
前
二
十
六
年
〈
一
四
四
四
）
六
月
丁
酉
条
。

（
包
）
田
中
健
夫
注
3
論
文
。

（
犯
）
『
康
冨
記
』
嘉
吉
三
年
五
月
六
日
条
、
同
六
月
十
九
日
条
。



（
引
の
）
『
世
宗
実
録
』
十
六
年
（
一
四
三
四
）
正
月
庚
寅
条
。

（
お
）
同
前
十
年
三
四
二
八
〉
七
月
甲
子
条
。

（
鉛
）
同
前
十
年
五
月
戊
午
条
。

（
訂
）
同
前
十
年
八
月
乙
巳
条
。

（
犯
）
同
前
十
年
十
月
甲
辰
条
。

（
鈎
）
同
前
十
年
八
月
乙
酉
条
。

（M
W

〉
同
前
十
年
十
二
月
辛
卯
条
。

（
剖
）
同
前
十
一
年
三
月
突
酉
条
。

（
位
）
佐
伯
弘
次
「
大
内
氏
の
筑
前
国
支
配

l
義
弘
期
か
ら
政
弘
期
ま
で
｜
」
（
川
添
昭
二
編
『
九
州
中
世
史
研
究
』
一
輯
、
一
九
七
八
年
〉
。

（
必
）
『
世
宗
実
録
』
二
十
一
年
（
一
四
三
九
）
三
月
突
亥
条
。

（
叫
）
同
前
十
年
（
一
四
二
八
）
七
月
甲
子
条
。

（
必
）
同
前
二
十
九
年
（
一
四
四
七
〉
五
月
丙
辰
条
。

（
必
）
有
光
保
茂
注
1
論
文
二
一
四
頁
。

（
灯
）
『
世
宗
実
録
』
十
五
年
（
一
四
三
三
）
十
一
月
甲
申
条
。

（
綿
）
同
前
十
八
年
（
一
四
三
六
）
三
月
丁
卯
期
条
。

（
却
）
同
前
二
十
九
年
（
一
四
四
七
）
閏
四
月
庚
申
条
。

［
付
記
］本
稿
は
平
成
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
C
）
「
中
世
都
市
博
多
と
日
朝
関
係
」
、
お
よ
び
平
成
九

1
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
（
基
盤
研
究
回

ω）
「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
交
易
シ
ス
テ
ム
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
一
安
藤
保
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


